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りよく ミよ / 聾塾長謹監塁璽瞳謹盟主彊璽猛霊童 気のは
たうも 4運会 P 一一喝一一一一一 一一 一ー の続桜 三

い少大 "- 出海畑中秀之 (11歳) きく、 三
としきこたい れ長秋三
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つ実う大実 つんるか園ら大浜新行がし 緑 三
人現なよ現 たなみん地れ橋町幹機めた の 三
聞であろし ら長かがとるか。線がな伊 山 三

。 111川

こんな田Iになったらなあ 〆
より豊かさを求めて、あすへの

:夢を育てよう。
表紙1;):、あなたにも夢を求めます。
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昭
和
五
十
五
年
長
浜
町
議
会
第
一
固
定
例
会
が
三
月
十
四
日
か
ら
二

十
一
日
ま
で
の
八
日
間
の
会
期
で
聞
か
れ
、
八

0
年
代
初
年
度
の
当
初

予
算
が
可
決
さ
れ
て
、
五
十
五
年
度
の
長
浜
町
行
政
の
計
画
が
で
き
あ

が
っ
た
ほ
か
、
条
例
改
正
案
な
ど
も
原
案
ど
お
り
可
決
、
陳
情
書
な
ど

五
件
の
報
告
案
件
が
受
理
採
択
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
議
案
審
議
を
前

五
十
五
年
震
雄
政
方

lま

め

じ

55年度スタート.ゲ

町
長
就
任
い
ら
い
、
住
民
の
皆
さ
ん

の
深
い
理
解
と
ご
協
力
に
よ
り
昭
和
五

十
四
年
度
の
予
算
も
円
滑
に
し
か
も
適

正
確
実
に
執
行
す
る
こ
と
が
で
き
感
謝

に
た
え
な
い
。
先
に
住
民
の
皆
さ
ん
に

園
内
情
勢
の
展
望

こ
の
八

0
年
代
は
、
地
万
自
治
の
新

段
階
を
め
ざ
す
い
わ
ゆ
る
「
地
方
の
時

代
」
を
具
体
的
に
進
め
て
ゆ
く
時
代
を

要
量

町
政
運
営
の
根
本
理
念
と
し
て
掲
げ
た

①
町
政
の
原
理
原
則
に
の
っ
と
っ
た
秩

序
あ
る
町
政
の
推
進
②
地
域
の
活
発
な

経
済
活
動
の
た
め
の
積
極
的
な
政
治
③

町
民
世
論
を
反
映
し
た
公
正
な
政
治

の
二
点
を
緊
持
し
、
全
力
を
傾
げ
て
町

政
推
進
を
は
か
る
決
意
で
も
っ
て
当
面

の
施
策
を
行
う
こ
と
と
し
た
。

迎
え
、
地
方
自
治
体
の
役
割
も
飛
躍
的

に
上
昇
し
地
方
白
治
の
及
ぶ
範
囲
は
、

住
民
生
活
の
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
わ
た
り
、

役
割
は
ま
す
ま
す
重
要
と
な
っ
て
き
て

い
る
。
そ
こ
で
「
地
方
の
時
代
L

と
叫

ば
れ
る
背
景
を
挙
げ
て
み
る
と
①
高
度

成
長
か
ら
社
会
の
安
定
、
生
活
の
ゆ
と

一
般
質
問
で
は
五
人
が
十
六
件
の
質
問
を

に
町
長
が
施
政
方
針
演
説
。

行
い
ま
し
た
。

町
長
の
施
政
方
針
、
可
決
さ
れ
た
こ
と
、
一
般
質
問
の
模
様
の
あ
ら

ま
し
を
こ
紹
介
し
ま
す
の
で
、
五
十
五
年
度
の
長
浜
町
行
政
の
あ
り
方

な
ど
を
こ
判
断
下
さ
い
。

り
を
求
め
る
安
定
成
長
路
線
へ
の
転
換

②
高
度
成
長
下
で
生
じ
た
大
都
市
集
中
、

中
央
集
中
へ
の
反
省
③
物
質
中
心
主
義

か
ら
精
神
的
な
も
の
の
重
視
④
巨
大
文

明
へ
の
反
省
⑤
中
央
集
権
的
な
社
会
シ

ス
テ
ム
の
ゆ
き
守
つ
ま
り
か
ら
分
散
化
、

多
様
化
の
必
要
性
等
が
考
え
ら
れ
る
。

「
地
方
の
時
代
」
と
は
、
地
方
が
、
王

体
と
な
り
、
地
方

同
体
が
行
政
の
責

任
を
も
ち
、
自
ら

の
責
任
に
お
い
て

住
民
の
皆
さ
ん
の

要
望
に
こ
た
え
、

自
ら
の
イ
ニ
シ
ア

テ
ィ
ブ
を
最
大
限

に
発
揮
す
る
時
代

で
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。「
地
方
の
時
代
L

と
い
わ
れ
る
社
会
を
実
現
す
る
に
は
、

町
政
に
対
す
る
住
民
の
皆
さ
ん
の
信
頼

が
高
ま
る
こ
と
が
欠
か
せ
な
い
条
件
で

あ
る
。
財
政
が
健
全
で
あ
る
こ
と
が
政

治
の
鉄
別
で
あ
り
、
地
方
の
時
代
に
対

応
す
る
た
め
に
以
上
の
こ
と
を
肝
に
命

じ
て
行
政
を
推
進
し
て
ゆ
き
た
い
。

重

点

施

策

私
共
の
周
囲
の
情
勢
は
混
迷
の
中
に

あ
り
、
八

0
年
代
の
将
来
を
展
望
す
る

と
き
苦
難
に
み
ち
た
時
代
に
な
る
と
忠

わ
れ
る
が
、
事
態
を
直
視
し
、
何
を
抑

え
、
何
を
進
め
る
べ
き
か
を
見
極
め
住

民
の
皆
さ
ん
の
合
意
の
も
と
に
着
実
に

し
か
も
勇
気
あ
る
行
動
を
と
り
、
次
の

施
策
を
行
っ
て
そ
の
効
率
を
高
め
て
ゆ

き
た
い
。

積総
-J.-r"之〉、
;fuR 口

両置
な二長

推業
進の

昭
和
四
十
七
年
に
議
決
さ
れ
た
長
期

振
興
計
画
基
本
構
想
が
近
年
の
著
し
い

経
済
の
変
化
と
社
会
情
勢
の
推
移
に
よ

り
、
一
部
見
直
し
を
し
な
く
て
は
な
ら

な
く
な
り
、
県
の
指
導
を
受
け
な
が
ら

第
三
次
全
国
総
合
開
発
計
画
並
び
に
愛

媛
県
長
期
総
合
計
画
を
よ
り
ど
こ
ろ
と

し
て
、
長
浜
町
の
振
興
発
展
と
開
発
の

方
向
を
定
め
た
振
興
事
業
を
策
定
し
た

も
の
で
あ
る
。

こ
の
総
合
振
興
事
業
は
、
今
日
ま
で

西
田
代
議
士
の
格
別
の
指
導
援
助
に
よ

っ
て
、
県
と
の
合
議
を
続
け
な
が
ら
着

々
と
計
画
が
進
ん
で
い
る
。

本
事
業
の
内
容
は
、
新
港
湾
建
設
、

流
通
備
蓄
基
地
建
設
、
工
業
開
発
の
三

点
に
し
ぼ
ら
れ
、
こ
れ
は
本
町
百
年
の

大
計
と
も
い
う
べ
き
大
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

で
あ
り
、
住
民
の
皆
さ
ん
の
理
解
と
ご

協
力
を
賜
り
た
い
。
第
六
次
港
湾
整
備
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計
画
に
つ
い
て
は
、
五
十
五
年
度
予

算
に
も
計
上
さ
れ
前
向
き
に
進
め
ら

れ
て
お
り
、
流
通
備
蓄
基
地
建
設
に

つ
い
て
は
、
国
の
方
針
な
り
本
町
の

地
理
的
条
件
か
ら
判
断
し
て
工
、
不
ル

ギ
l
関
係
の
立
地
と
な
り
、
こ
れ
が

き
っ
か
け
と
な
っ
て
関
連
企
業
の
誘

致
も
可
能
と
な
る
。

霊彊E

地
域
定
住
事
業
の

整
備
促
進

議会・ 55年度の施政方針国盟国盟

日
常
生
活
に
最
も
密
着
し
た
道
路
、

上
下
水
道
、
ご
み
処
理
施
設
や
交
通

安
全
、
防
災
対
策
な
ど
を
整
備
し
、

郷
土
の
豊
か
な
自
然
を
守
り
、
快
適

で
安
全
な
生
活
環
境
と
地
域
社
会
の

安
定
を
図
り
魅
力
あ
る
地
域
守
つ
く
り

を
進
め
て
ゆ
く
。
ま
た
、
長
浜
町
の

ビ
ジ
ョ
ン
づ
く
り
で
あ
る
都
市
計
画

に
つ
い
て
は
国
・
県
の
指
導
を
受
け

な
が
ら
建
設
課
に
都
市
計
画
係
を
新

設
し
策
定
す
る
。

保
健
と
福
祉
の
充

実
向
上

地
方
自
治
法
の
本
旨
で
あ
り
原
理

原
別
で
あ
る
こ
の
施
策
は
、
歴
代
の
先

輩
町
長
か
ら
の
遺
産
を
引
き
継
い
で
健

康
で
明
る
い
町
ゃ
つ
く
り
に
取
り
組
ん
で

参
り
た
い
。

保
健
対
策
に
つ
い
て
は
、
健
康
づ
く

り
推
進
協
議
会
を
軸
に
運
動
を
展
開
し
、

豊
茂
地
尽
か
ら
要
望
の
強
か
っ
た
診
療

所
医
師
の
常
駐
に
よ
る
診
療
は
四
月
か

ら
開
始
さ
れ
ま
す
。

肱
川
汚
染
防
止
対
策
に
つ
い
て
は
、

協
議
会
が
結
成
さ
れ
、
関
心
を
も
た
れ

て
い
る
排
水
処
理
等
に
つ
い
て
も
調
査

を
強
化
し
対
処
す
る
。

社
会
福
祉
の
面
で
は
、
家
庭
の
問
題
、

地
域
社
会
の
問
題
な
ど
物
の
豊
か
さ
と

共
に
心
の
豊
か
さ
が
伴
う
よ
う
社
会
福

祉
の
推
進
を
阿
っ
て
ゆ
き
た
い
。

教
育
文
化
施
設
の

整
備
と
振
興

い
つ
の
時
代
で
も
言
え
る
こ
と
で
あ

る
が
、
す
ぐ
れ
た
創
造
性
と
豊
か
な
情

口

操
を
も
ち
、
心
身
共
に
健
康
な
社
会

に
役
立
つ
人
材
が
広
く
求
め
ら
れ
て

い
る
今
日
、
昨
年
か
ら
の
継
続
事
業

で
あ
る
長
浜
小
学
校
の
建
設
、
櫛
生

小
学
校
の
プ
l
ル
等
、
教
育
を
と
り

ま
く
施
設
整
備
も
順
次
進
め
て
い
る
。

地
方
文
化
の
振
興
に
つ
い
て
は
、

県
に
お
い
て
も
個
性
豊
か
な
文
化
遺

産
を
大
切
に
保
存
伝
承
し
、
幅
広
い

県
民
文
化
の
創
造
に
努
め
る
よ
う
と

り
あ
げ
て
い
る
が
、
本
町
に
お
い
て

も
自
然
と
共
に
培
わ
れ
て
ま
い
っ
て

お
り
ま
す
文
化
遺
産
の
調
査
研
究
、

芸
能
伝
承
な
ど
考
慮
し
て
ゆ
き
た
い
。

河JII 

地
場
産
業
の
育

成
振
興

肱

農
林
漁
業
、
商
工
業
な
ど
の
産
業

振
興
の
施
策
は
、
あ
く
ま
で
も
基
盤

笠
備
事
業
の
推
進
で
あ
り
、
そ
の
大

部
分
は
第
二
次
林
業
構
造
改
善
事
業
、

漁
港
建
設
、
作
業
林
道
、
魚
線
設
置

等
の
振
興
事
業
で
占
め
て
い
る
。
農

業
に
つ
い
て
は
、
水
出
再
編
対
策
、

ミ
カ
ン
の
年
内
出
荷
体
制
の
確
立
、

品
種
更
新
等
に
重
点
を
わ
き
、
経
営

基
盤
の
確
立
を
図
っ
て
ゆ
き
た
い
。

林
業
に
つ
い
て
は
、
松
喰
虫
被
害
跡

地
対
策
と
し
て
し
い
た
け
原
木
資
源
拡

大
の
た
め
の
植
栽
推
進
。
水
産
業
に
つ

い
て
は
、
魚
礁
設
置
に
よ
る
魚
族
の
繁

殖
、
稚
魚
稚
貝
な
ど
の
飼
育
放
流
を
。

商
工
業
に
つ
い
て
は
、
商
工
会
組
織
の

充
実
を
図
り
、
商
庄
街
の
環
境
整
備
、

中
小
企
業
の
経
済
活
動
を
強
力
に
推
進

し
て
ゆ
き
た
い
。

意
識
調
査
等
に
よ

る
直
接
行
政
へ
の

住
民
参
加

直
接
行
政
へ
の
住
民
参
加
と
英
知
の

結
集
を
円
的
に
民
怠
を
反
映
し
た
行
政

の
運
営
に
資
す
る
た
め
、
住
民
の
行
政

に
対
す
る
対
話
あ
る
い
は
意
識
調
査
を

実
施
す
る
。む

び

す

以
上
施
策
方
針
の
要
旨
を
述
べ
た
が
、

本
年
は
振
興
事
業
計
画
に
ゆ
だ
ね
て
お

る
各
種
公
共
施
設
の
ぼ
う
大
な
建
設
を

達
成
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
た
め
、
で

き
う
る
限
り
経
費
の
節
減
を
配
慮
し
た

事
務
執
行
態
勢
を
確
立
す
る
こ
と
に
努

め
、
事
務
処
理
の
一
部
再
編
成
を
行
い

民
問
委
託
等
を
検
討
し
て
ゆ
き
た
い
。
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議会@予算の使いみち今年度の特徴

一麟31鰭円台に

須数時経彰
昭和55年度の当初予算が次の通り決まりま

した。(%は前年度当初予算との比較)

⑨ 般会計二31億:'2，705万 5千円 (20.0%増)

⑨国民健康保険特別会計一 6i意4，387万 5千

円 (3.6%増)

⑨国民健康保険直営診療所特別会計一 561万

3千円 (24.4%増)

⑨港湾施設特別会計二1，399万 2千円 (4.6%

土曽)

⑨水道事業会計二収益的収入予定額5，320万

8千円。収益的支出予定第5，11切 .1T問。
資本的収入予定額なし。資本的支出玉定額

、649万s千円。
⑨工業用水道事業会計一収益的収入予定額

2，007万8千円。収主主的支出予定額1，807万

9千円。資本的収入予定額なし。資本的支 v

出予定額 639万 2千円。

⑨筒易水道事業特別会計一 3，641万 2千円

(27 .1%~威)

ー住宅新築資金等貸付事業特別会計三2，928

万 1千円。 (31.3%減)

亡二自喜和55年度二コ

新
し
い
事
業
ゃ
、
と
く
に
力
を
そ
そ

ぐ
事
業
、
前
年
度
当
初
予
算
に
比
べ
て

大
き
く
変
化
の
生
ビ
た
も
の
、
予
算
金

額
は
小
さ
く
て
も
精
神
的
な
而
で
充
実

を
凶
る
こ
と
に
し
て
い
る
も
の
ー
な
ど

を
「
特
徴
し
と
し
、
ま
と
め
て
み
ま
し

た
0

(

文
中
の
%
は
、
前
年
度
当
初
予

算
と
の
比
較
)
(
目
的
別
費
日
総
額
の

カ
ソ
コ
内
の
%
は
一
般
会
計
予
算
総
額

に
占
め
る
日
的
別
費
目
総
額
の
割
合
)

恒聞な特徴 11

き
び
し
い
財
政
事
情
の

も
と
で
、
国
に
お
け
る
エ

ネ
ル
ギ
ー
対
策
を
は
じ
め

と
す
る
現
下
の
経
済
情
勢
、

社
会
情
勢
に
対
応
し
た
編

成
に
す
る
た
め
、
と
く
に

昨
年
か
ら
の
継
続
事
業
で

あ
る
長
浜
小
学
校
改
築
工

事
が
最
終
年
で
あ
る
の
で
、
極
め
て
一

般
財
源
を
必
要
と
し
、
経
常
的
経
費
の

極
力
節
減
に
つ
と
め
て
い
ま
す
。

総務費

一
般
管
理
文
書

広
報
・
有
線
放
送
電

話
・
財
産
管
理
・
企

画
・
事
務
連
絡
・
生

活
行
政
推

進
・
徴
税

-
一
戸
籍
住

民
登
録
・

選
挙
な
ど

の
こ
と
に

使
う
お
金

の
こ
と

基
本
計
画
委
託
料
な
ど

振
興
計
画
基
本
構
想
の
策
定
に
基
づ

き
、
基
本
計
画
お
よ
び
実
施
計
画
の
委

託
料
百
万
円
、
都
市
計
画
(
緑
の
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
作
成
)
の
委
託
料
五
百
九

卜
三
万
円
を
計
上
。

参
議
院
議
員
選
挙
、
漁
業
海
区
調
整

委
員
選
挙
の
年
度
に
な
っ
て
い
る
た
め

そ
の
必
要
経
費
合
わ
せ
て
五
百
二
十
六

万
五
千
円
を
計
上
。

五
年
ご
と
に
行
わ
れ
る
国
勢
調
査
と

農
林
業
セ
ン
サ
ス
事
後
調
査
な
ど
を
実

施
す
る
こ
と
に
な
っ
で
い
る
た
め
、
四

三
・
四
%
多
く
計
上
し
て
い
ま
す
。

二
年
に
一
回
行
っ
て
い
る
区
長
の
研

修
旅
行
の
年
度
と
な
っ
て
お
り
、
そ
の

旅
費
と
し
て
三
百
四
万
円
を
計
上
。

集
会
所
建
設
に
は
と
り
あ
え
ず
一
か

所
分
計
上
。

下
平
テ
レ
ビ
放
送
共
同
受
信
施
設
補

助
金
と
し
て
二
十
八
万
八
千
円
を
計
上
。

町
税
徴
収
事
務
交
付
金
は
七
・
五
%

多
い
五
一
四
万
六
千
円
を
計
上
。

総
額
で
五
・
O
%
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

3億562万円(9.8%)

た-d会計

の員長入歳出
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逮盗翠謹Z霊51

老
人
福

長費一時

得
額
d
-生
団
組

h
A
V
J

自
己
・
州
市
ハ
宝
ロ

F
F
C
Y
E
政
助
な

う
お
金

の
こ
と

明率芸怒盟霊霊塞霊一一
敬
老
会
の
報
償
費

を
増
額

老
人
医
療
費
は
昨
年
と
ほ
ぼ
同
額
で

一
億
一
千
四
百
万
円
を
当
て
て
い
ま
す
。

七
十
歳
以
上
の
方
が
手
術
を
受
け
る

と
き
の
補
助
金
を
一
回
に
つ
き
五
%
多

い
三
百
円
に
す
る
こ
と
に
よ
り
百
五
万

円

1
0敬
老
会
の
報
償
費
は
、
一
公
民
館
当

り
五
千
円
増
額
し
て
三
万
五
千
円
に
改

め
、
ま
た
、
一
八
当
り
の
補
助
金
を
一
今

百
円
増
額
し
、
そ
れ
ぞ
れ
必
要
畿
を
計

上
し
て
い
ま
す
。

庭園盟E 議会@予算の使いみち今年度の特徴

簡生費
こ:fo'に理汚防・生保
と金{吏字物止公全健
。のうど処・害般衛

三重量遁章容

ご
み
焼
却
場
の
修

繕
費
な
ど

7億8，328万8子円(25除。%)

ご
み
焼
却
場
の
炉
修
繕
貨
と
し
ご
、

二
五
・
一
%
増
の
七
百
三
万
五
千
円
を

計
上
し
、
効
率
的
な
処
理
を
図
る
こ
と

に
し
て
い
ま
す
。

大
洲
・
喜
多
衛
生
事
務
組
合
へ
の
し

尿
処
理
れ
但
金
は
、
人
件
費
な
と
の
T
仁

昇
に
よ
り
一
五
・
七
%
増
の
一
千
Ii-h

七
十
七
万
二
千
円
を
計
上
し
て
け
ま
「
。

町
内
一
斉
大
掃
除
用
防
疫
剤
の
助
成

金
と
し
て
百
二
万
六
千
円
計
上
し
て
い

ま
す
。豆
茂
診
僚
所
へ
四
月
か
ら
常
駐
の
医

叫
が
赴
任
さ
れ
ま
し
た
。

総
額
で
は
一

0
・
八
%
多
く
な
っ
と

い
ま
す
。

農林水産業費
とおど業林
金に関業農
の f吏係・業
こうな j魚

4億7，692万円 1.15.3%)

林
業
研
修
セ
ン
タ
ー

の
新
設

億7，872万円 (5.7%

国
土
調
査
も
三
年
目
を
迎
え
出
海
地

区
の
残
り
百
四
十
五
平
方
キ
ロ
灯
、
豊

茂
地
医
の
行
八
十
七
平
方
キ
ロ

l
売
予

定
、
必
要
経
費
と
し
て
こ
千
七
百
三
十

(
力
二
千
円
を
計
上
。

農
地
費
関
係
の
補
助
で
は
、
団
体
営

農
道
新
設
継
続
事
業
と
し
て
、
出
海
線

の
用
地
買
収
、
立
木
補
償
を
予
定
し
て

あ
り
、
ア
で
の
補
助
と
し
て
問
内
丘
十
万

四
千
円
を
。
農
道
舗
装
補
助
は
、
荻
坂

線
(
戒
川
」
、
吊
ぶ
ト
ヘ
峯
線
(
櫛
生
)
、
冷

水
池
線
一
黒
同
)
、
祝
谷
線
(
下
須
戒
)
、

板
回
線
(
豊
茂
)
、
中
ゥ
、
不
一
線
(
須
沢
)
、

カ
ギ
ウ
ラ
線
(
今
坊
)
、
峯
大
越
線
(
柴
)
、

の
八
線
分
に
四
一
白
六
万
円
を
計
ト
し
。

農
業
振
興
問
係
で
は
、
特
に
水
田
利

用
再
編
成
対
策
ト
関
連
し
た
落
葉
県
樹

振
興
事
業
伐
に
百
二
十
二
万
五
千
円
全
じ

ま
た
、
特
用
作
物
産
地
育
成
対
策
育
成

事
業
に
前
年
よ
り
二
五
Mm
多
い
二
十
五

万
円
を
計
上
。

畜
産
振
興
事
業
で
は
、
乳
質
改
詳
し
/
一

優
良
乳
斗
の
育
成
表
国
的
と
し
た
乳
下

共
進
会
の
補
助
と
し
て
二
十
万
円
会
計

上。
林
業
振
興
関
係
の
補
助
で
は
、
昨
年

度
に
続
き
、
松
く
い
虫
に
よ
る
被
害
跡

地
対
策
と
し
て
、
峰
、
県
の
造
林
徳
助

金
に
町
め
補
助
を
上
乗
せ
し
て
、
早
期

植
林
に
よ
っ
て
森
林
の
保
全
を
図
る
た

め
二
百
二
十
一
一
万
円
を
、
ま
た
、

L
い

た
け
生
産
拠
養
苗
事
業
に
五
十
万
円

を
計
上
。

水
産
関
係
の
補
助
で
は
、
魚
礁
の
清

掃
と
効
票
制
在
費
丘
十
万
円
、
近
年
減

少
傾
向
に
あ
る
浅
海
動
植
物
等
の
増
摘

を
図
る
た
め
、
稚
魚
の
放
流
に
七
。
十
ム

万
円
。
魚
礁
設
置
は
前
年
と
ほ
ぼ
同
額

で
す
。第
二
次
林
業
構
造
改
普
追
加
事
業
が

五
十
五
年
度
か
ら
一
一
か
年
で
実
施
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
本
年
度
は
、

惣
瀬
に
林
業
研
修
セ
ン
タ
ー
が
建
設
さ

れ
、
一
階
は
椎
茸
の
品
質
向
上
、
製
高

流
通
の
改
善
を
図
る
た
め
の
作
業
用
建

物
。
二
階
は
、
地
域
林
業
が
健
全
に
発

展
す
る
よ
う
に
、
学
習
と
技
術
研
修
の

場
と
し
て
六
千
四
丙
三
十
万
円
を
計
上
一

性質弘‘こ見念品A
J竜 一

②人i午貸 7低3，714万円
(23.6%) 

島生@!品自
31t意29706万問

f
M川

f
λ
Jノ
Q
り

叶
原
学

F
P
「
吋

υ

-

r尺
τ
i
Q
d

d
』
」
寸
/
「
内

υη
〈

υ

事
4
「
(

設
億
建
ロ

R
U
J
 

良金縛

事も
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高工費
と金使関
のう係観工高
こおに光業業

白
滝
公
園
の
防
護

柵
設
置

議会 e 予算の使いみち今年度の特徴

商
工
振
興
を
図
る
う
え
に
お
い
て
、

商
時
の

P
R
を
か
ね
、
看
板
ベ
ン
チ
な

ど
の
新
設
を
進
め
て
き
た
が
、
商
工
会

の
内
容
充
実
を
図
る
た
め
、
育
成
補
助

の
引
き
上
げ
を
行
い
、
さ
ら
に
中
小
企

業
振
興
の
た
め
、
資
金
の
貸
し
付
け
の

限
度
額
の
引
き
上
げ
を
行
っ
た
。

観
光
費
に
つ
い
て
は
、
白
滝
公
園
の

防
護
柵
の
設
置
と
、
遊
歩
道
の
整
備
を

図
る
ほ
か
、
海
水
浴
場
の
便
所
な
ど
を

新
設
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

総
額
で
は
二
了
二
一
%
少
な
く
な
っ

て
い
ま
す
。鵠己主

汀
義
F
a
 

会
運
営

の
た
め

に
使
う

お
金
の

プ
」
レ
し

議会費

総
額
で
二
・
八
%
少
な
く
な
っ
て
い

ま
す
。札

労骨費
とおめな件
金にどの労
の使;のと主{動
こうた善条

10万円
(0.0%) 

前
年
と
同
額
で
す
。

2，284万3千円(0.7%)

道
路
・

ア
電
河
川
・
港

f
i
-
-

湾
・
下
水

J

問
、
道
・
交
通

H

e

4

安
全
施
設

p

a

固
な
ど
に
使

糧

E

S

う
お
金
の

ヲ
」
レ
」

生
活
環
境
整
備
を

重
点
に

生
活
に
密
着
し
た
道
路
、
下
水
の
整

備
に
重
点
を
置
い
た
も
の
と
な
っ
て
い

ま
す
。継
続
し
て
整
備
を
行
っ
て
い
る
旧
町

内
の
道
路
の
全
面
的
舗
装
打
替
、
舗
装

道
路
の
補
修
、
道
路
標
識
の
設
置
な
ど

維
持
管
理
に
よ
る
道
路
の
保
全
を
図
る

こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

下
水
道
で
は
衛
生
的
な
生
活
環
境
の

確
保
を
図
る
た
め
、
管
渠
の
清
掃
、
改

良
な
ど
排
水
機
能
の
維
持
の
徹
底
と
今

年
度
出
海
地
区
に
下
水
道
を
新
設
す
る

4，948万9千円
(l.6%) 

あ
ら
か
一

じ
め
定
ま
十
刊
掛

っ
て
い
る
一
釘
3

目
的
以
外
一
切
仰

に
使
う
お
一
幻

金
の
こ
と
一

総
額
で
一

O
六
・
四
%
多
く
な
っ
て

い
ま
す
。 事長
予舗費

こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

交
通
安
全
対
策
に
は
、
今
年
度
も
ガ

ー
ド
レ
ー
ル
や
カ

i
フ
ミ
ラ
ー
な
ど
整

備
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

総
額
で
は
経
費
の
節
減
を
し
た
の
で

一
四
%
少
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。

2億4，132万3千円(7.7%)

防
火
防

ポ
ン
プ
積
載
車
を
購
入

施
設
設
備
の
充
実
を
重
点
と
し
て
お

り
、
四
十
立
方
日
級
の
防
火
水
そ
う
を

一
基
、
二
十
立
方
灯
級
防
火
水
そ
う
を

三
基
、
ポ
ン
プ
蔵
置
所
一
か
所
を
設
置

す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

小
型
動
力
ポ
ン
プ
積
載
車
一
台
を
購

入
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

総
額
で
前
年
度
と
ほ
ぼ
同
額
。

消防費

災
の
た
め

に
使
う
わ

金
の
こ
と

教育費

れ用な校健民族お般教育
まもど舎{本館館金に育・学
す含の建育・・で使の社校
ま費設 .i呆公水う全会教

5億6，932万2千円(18.2%)

長
小
校
舎
の
完
成

五
十
四
年
度
か
ら
継
続
事
業
と
し
て

建
設
中
の
長
浜
小
学
校
の
校
舎
は
十
月

末
に
完
成
す
る
予
定
で
す
が
、
こ
の
建

7，673万2千円
(2.5%) 

設
費
三
億
一
千
百
四
十
八
万
五
千
円
、

同
校
の
用
地
購
入
費
四
千
二
百
八
十
万

円
と
、
櫛
生
小
学
校
の
プ

l
ル
建
設
費

と
し
て
三
千
二
百
五
十
五
万
四
千
円
。

教
育
施
設
の
新
設
関
係
で
三
億
八
千
六

百
八
十
三
万
九
千
円
で
教
育
費
総
額
の

六
七
・
九
%
を
占
め
て
い
ま
す
。

総
額
で
は
三
七
・
八
%
多
く
な
っ
て

い
ま
す
。

災害復旧費
おるか災
金た所害
のめをを
こに復受
と使!日け
うすた

9.696万1千円
(3.1%) 

昨
年
の
災
害
復
旧

に
全
力

昭
和
五
十
四
年
六
月
の
梅
雨
前
線
豪

雨
に
は
じ
ま
り
、
台
風
十
二
号
、
十
六

号
、
二
十
号
と
四
回
に
わ
た
る
豪
雨
に

よ
り
各
施
設
に
莫
大
な
被
害
を
被
り
、

昨
年
も
復
旧
に
鋭
意
努
力
し
ま
し
た
が
、

今
年
は
残
か
所
全
部
の
復
旧
を
目
ざ
し
、

農
林
省
所
管
分
日
野
農
地
ほ
か
六
か
所

と
黒
田
農
道
ほ
か
四
十
か
所
、
ま
た
、

建
設
省
所
管
分
豆
柳
・
大
一
戸
線
ほ
か
五

十
九
か
所
の
復
旧
を
す
る
こ
と
に
し
て

い
ま
す
。

総
額
で
は
災
害
が
多
く
今
年
に
持
ち

越
し
た
の
で
前
年
に
比
べ
約
九
・
五
倍

に
な
っ
て
い
ま
す
。

特
徴
の
大
き
い
会
計
だ
け
紹
介
。
他

は
頭
書
の
通
り
。

国民健康
保険

6億4，387万5千円

掛
今
年
度
は
医
療
費

の
改
訂
が
な
い
も
の

と
見
込
み
、
ま
た
、
老
人
医
療
費
も
限

度
に
き
て
い
る
も
の
と
考
え
、
国
保
で

負
担
す
る
七
割
分
の
療
養
給
付
費
を
四

%
少
な
い
五
億
三
千
五
百
八
万
一
千
円

計
上
。
新
た
に
、
予
防
医
療
、
特
に
健

康
優
良
家
庭
の
表
彰
な
ど
を
主
体
に
趣

旨
の
普
及
を
凶
り
た
い
。

総
額
で
は
三
・
六
%
少
な
く
な
っ
て

い
ま
す
。

簡易水道

3，641万2千円

日
ノ
浦

(
A
7

坊
)
と

朝
日
(
豊
茂
)
の
簡
易

水
道
施
設
を
改
良
す
る

こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

総
額
で
は
-
一
七
%
少
な
く
な
っ
て
い

ま
す
。水道事業

(頭書の通り)

問
財
源
と
な
る
使
用
料

に
つ
い
て
は
、
改
正
せ

ず
、
ろ
う
水
の
防
止
と

不
感
水
量
の
解
消
、
有

収
率
の
向
上
を
は
か
る
と
と
も
に
、
経

費
の
節
減
を
阿
っ
て
い
く
こ
と
に
し
て

い
ま
す
。
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さ
れ
た
一
般
町
職
員
給
与
と
の
不
均
衡

を
是
正
す
る
た
め
「
長
浜
町
議
会
議
員

等
の
報
酬
、
費
用
弁
償
及
び
期
末
手
当

支
給
に
関
す
る
条
例
L

「
長
浜
町
長
、

助
役
、
収
入
役
給
与
条
例
」
の
一
部
を

そ
れ
ぞ
れ
改
正
、
こ
と
し
四
月
一
日
か

ら
報
酬
や
給
与
月
額
を
次
の
通
り
改
め

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

な
お
、
こ
の
改
正
に
当
っ
て
は
、
さ

る
二
月
十
四
日
に
特
別
職
報
酬
等
審
議

会
の
答
申
に
基
づ
い
た
改
正
と
な
っ
て

い
ま
す
。
(
)
内
は
改
正
前
の
額

{
町
議
会
議
員
報
酬
月
額
]

議
長
H
N
十
四
万
五
千
円
(
十
四
万
円
)

副
議
長

l
十
二
万
四
千
円
(
十
二
万
円
)

議
員
U

十
一
万
四
千
円
(
十
一
万
円
)

一
町
三
役
}

町
長
H
H
四
十
五
万
六
千
円
(
四
十
四
万

円
)

助
役

l
二
一
十
七
万
三
千
円
(
三
十
六
万

円
)

収
入
役

1
三
十
四
万
七
千
円
(
一
二
十
三

万
五
千
円
)

昨
年
の
四
月
に
き
か
の
ぼ
っ
て
改
正
ま
た
、
同
ビ
理
由
に
よ
り
「
長
浜
町

に

決

ま

り

ま

し

た

。

度

問

の

選

挙

管

理

の

事

務

に

あ

た

っ

て

同
委
員
は
、
固
定
資
産
課
税
台
帳
に
い
た
だ
き
ま
す
。

登
録
さ
れ
た
こ
と
が
ら
に
つ
い
て
不
服
新
し
く
決
ま
っ
た
選
挙
管
理
委
員

が

あ

り

、

異

議

の

申

し

立

て

が

あ

っ

た

(

敬

称

略

)

も
の
に
つ
い
て
審
査
を
行
い
決
定
す
る
森
議
(
五
十
六
歳
・
白
滝
)

の
が
任
務
。
任
期
コ
一
年
。
定
数
三
人
。
兵
頭
信
男
(
五
十
八
歳
・
長
浜
)

藤
岡
喜
代
夫
(
五
十
九
歳
・
下
須
戒
)

平
井
源
一
(
五
十
九
歳
・
出
海
)

〔
補
充
員
〕
西
岡
勝
(
須
沢
)
、
三
好

敏
哉
(
長
浜
)
、
宇
都
宮
吉
幸
(
豊
茂
)
、

山
根
養
一
(
今
坊
)
0

な
お
、
さ
る
四
月
十
一
日
、
初
委
員

会
が
開
か
れ
た
結
果
、
委
員
長
に
は
森

議
氏
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

低
所
得
世
帯
は
軽
減

国

保

視

低
所
得
世
帯
の
国
民
健
康
保
険
税
は

毎
年
、
課
税
の
際
、
平
均
割
と
均
等
割

に
つ
い
て
は
減
額
処
置
を
講
じ
て
い
ま

す
が
、
五
十
五
年
度
分
は
次
の
通
り
軽

減
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

年
間
所
得
が
「
A

一
十
二
万
円
」
以

下
の
世
帯
の
場
合

議会 e そのほか決まったこと

。
被
保
険
者
均
等
割
額
H
H
被
保
険
者
一

人
に
つ
い
て
五
千
四
百
円
軽
減
し
て

い
た
も
の
を
六
千
円
軽
減
に
。

。
世
帯
別
平
等
割
額
1
-
世
帯
に
つ
い

て
九
千
円
軽
減
し
て
い
た
も
の
を
九

千
六
百
円
軽
減
に
。

年
間
所
得
が
「
二
十
二
万
円
」
に

「
被
保
険
者
一
人
に
つ
き
十
六

万
五
千
円
」
を
加
え
た
範
凶
内

所
得
の
世
帯
の
場
合

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
に

徳
田
平
八
郎
氏

長
浜
町
同
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会

委
員
・
後
藤
忠
雄
氏
(
戒
川
)
は
、
こ

の
三
月
三
十
一
日
で
同
委
員
の
任
期
が

満
了
の
た
め
、
町
長
は
後
任
委
員
に
戒

川
一
二
一
一
一
K
の
徳
田
平
八
郎
さ
ん
(
瓦

L

ハ
)
l写
真
ー
を

選
任
、
議
会
の
同

意
を
求
め
た
結
果
、

万
場
一
致
で
同
意

さ
れ
新
し
い
委
員

。
被
保
険
者
均
等
割
額

1
被
保
険
者
一

人
に
つ
い
て
三
千
六
百
円
軽
減
し
て

い
た
も
の
を
四
千
円
軽
減
に
。

。
世
帯
別
平
均
割
額
H
H
J

…
世
帯
に
つ
い

て
六
千
円
軽
減
し
て
い
た
も
の
を
六

千
四
百
円
軽
減
に
。

長
浜
町
中
小
企
業

振
興
資
金
条
例
の
一

部
が
改
正
さ
れ
、
融

資
の
限
度
額
が
現
況

の
物
価
の
諸
条
件
か

ら
み
て
充
分
で
な
い

の
で
次
の
よ
う
に
改

め
ら
れ
ま
し
た
。

そ
れ
に
よ
る
と
運

転
資
金
八
十
万
円
、

設
備
資
金
百
万
円
と

定
め
ら
れ
て
い
ま
し

た
が
、
こ
れ
が
そ
れ
ぞ
れ
百
五
十
万
円

に
改
め
ら
れ
ま
し
た
。

運転。設備とも 150万円に

議
員
報
酬
、
三
役
・
教

育
長
給
与
を
改
正

選
管
委
員
決
ま
る

前
任
者
の
任
期
満
了
に
と
も
な
い
、

新
し
い
選
挙
管
理
委
員
四
人
と
、
同
補

充
員
四
人
が
決
ま
り
ま
し
た
。
決
ま
っ

た
か
た
が
た
は
後
記
の
と
お
り
で
任
期

は
四
年
。
五
十
五
年
度
か
ら
五
十
八
年

教
育
長
給
与
条
例
」
の
一
部
も
改
正
さ

れ
、
教
育
長
の
給
与
月
額
が
次
の
通
り

改
め
ら
れ
ま
し
た
。

{
教
育
長
]
H
H
一
二
十
二
万
三
千
円
(
三

ト
一
万
二
千
円
)

特
別
職
、
教
委
、
農
委

の
報
酬
額
も
改
正

常
勤
特
別
職
や
他
町
村
同
職
と
の
均

衡
な
ど
を
保
つ
た
め
、
長
浜
町
特
別
職

職
員
、
長
浜
町
教
育
委
員
会
委
員
、
長

浜
町
農
業
委
員
会
委
員
の
「
報
酬
及
び

費
用
弁
償
条
例
」
の
一
部
を
そ
れ
ぞ
れ

改
正
、
こ
と
し
同
月
一
日
か
ら
報
酬
お

よ
び
費
用
弁
償
額
を
次
の
通
り
改
め
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
o

(

)

内
は
改
正

前
の
額
。

五
十
四
年
度
の
一
般

会
計
予
算
に
今
回
六
千

四
百
八
万
六
千
円
を
補

正
、
当
予
算
会
計
の
総

額
は
三
十
億
二
千
五
百

八
十
九
万
六
千
円
と
な

り
ま
し
た
。

補
正
し
た
予
算
の
お

も
な
使
い
み
ち
は
次
の

と
お
り
。

総
務
費
四
月
か
ら

タ
イ
プ
印
刷
を
委
託
さ

せ
る
た
め
、
印
刷
機
の

購
入
と
初
心
考
タ
イ
ピ

ス
ト
の
養
成
費
一
か
月
分
。
青
島
航
路

事
業
の
欠
損
金
に
対
し
、
園
、
県
の
基

準
欠
損
金
よ
り
低
額
と
な
っ
た
た
め
四

百
三
十
五
万
円
。

民
生
費
国
民
年
金
印
紙
購
入
基
金

積
立
金
に
二
百
万
円
。
同
和
協
会
設
立

に
と
も
な
う
事
業
割
負
担
金
に
九
十
一
二

タイプ印刷機の購入費など

54年度一般会計補正

{
監
査
委
員
報
酬
年
額
一

議
員
か
ら
選
任
さ
れ
た
委
員

l
十
四

万
円
(
十
三
万
五
千
円
)
知
識
経
験
委

員
H
H
十
七
万
円
(
十
六
万
五
千
円
)

一
選
挙
管
理
委
員
会
委
員
報
酬
年
額
]

委
員
長

l
三
万
四
千
円
(
三
万
一
千
円
)

委
員

l
二
万
九
千
円
(
二
万
六
千
円
)

一
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員
}

勤
務
一
日
に
つ
き
七
千
円
以
内
(
六

千
四
百
円
以
内
)

{
教
育
委
員
会
委
員
報
酬
年
額
}

委
員
長

1
十
八
万
円
(
十
七
万
五
千
円
)

委
員
H
H
十
六
万
円
(
十
五
万
五
千
円
)

{
農
業
委
員
会
委
員
報
酬
年
額
}

会
長
H
H
十
四
万
円
(
十
一
二
万
五
千
円
)

会
長
代
理

1
十
二
万
九
千
円
(
十
二
万

四
千
円
)
委
員

i
十
一
万
八
千
円
(
十

一
万
三
千
円
)

万
円
。
出
海
地
区
下
水
排
水
路
工
事
費

ほ
か
に
百
三
十
三
万
一
千
円
。
老
人
ホ

ー
ム
費
の
う
ち
扶
助
費
に
二
百
六
十
八

万
七
千
円
と
給
湯
設
備
の
修
繕
に
八
十

万
円
。衛
生
費
豊
茂
診
療
所
の
改
築
費
に

五
百
万
円
。
直
診
会
計
赤
字
解
消
の
た

め
に
二
百
万
円
。
豊
茂
診
療
所
の
仙
波

医
師
の
死
亡
に
よ
る
減
額
約
三
百
万
円
。

農
林
水
産
業
費
う
ん
し
ゅ
う
ミ
カ

ン
園
転
作
事
業
補
助
金
二
千
四
百
八
十

四
万
二
千
円
。

土
木
費
出
海
漁
港
海
岸
保
全
事
業

に
百
五
十
万
円
。
過
疎
債
に
よ
る
町
道

二
線
の
追
加
工
事
に
一
千
万
円
。

災
害
復
旧
費
小
山
オ
ガ
ン
タ
ニ
農

道
分
の
災
害
復
旧
工
事
費
に
一
子
二
百

九
十
瓦
万
七
千
円
。

商
工
費
観
光
施
設
整
備
事
業
の
工

事
入
札
減
に
よ
る
減
額
三
十
三
万
円
。
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長
浜
町

職
員
の
人

事
異
動
を

四
月
一
日

付
け
で
行

い
ま
し
た
。

今
回
の

異
動
者
は

総
数
で
五

十
四
人
。

内
訳
は
課

長
級
十
人
、

課
長
補
佐

級
五
人
、

係
長
わ
よ

び
事
務
・
技
術
専
門
員
級
七
人
、
書
記

ム仇送続務刑判
7Jγ

努

お

よ

び

書

記

齢

饗

繋

プ

朝

補

級

十

七

人

。

や

¥

ぶ

〈

み

保

育

所

は

、

議
瀦
線
機
機
運
橋
長
所
長
級
三
人
、

ι…
ν線
復
w
p

高
局
主
任
保
一
時
一
級

九
人
、
保
母
級
九
人
。
こ
の
う
ち
課
長

級
の
二
人
、
課
長
補
佐
級
の
一
人
、
係

ト一一一一一
JfjJVuu-
一一-
v

水

長

お

よ

び

事

J

幾
務
一
一
札
静
林
務
専
門
員
級

麟

海

ぺ

重

長

の

三

人

が

界

一
一
泊
轟
豪
雪
J
幾
多
謀
格
異
動
し
て

J

一
七
考
波
産
い
ま
す
。

二
宮
町
長
は
、
今
回
の
異
動
に
つ
い

て
「
少
数
精
鋭
、
能
力
第
一
主
義
を
ポ

イ
ン
ト
に
、
ま
た
、
職
員
聞
の
和
と
連

帯
に
よ
る
行
政
効
果
が
更
に
期
待
で
き

る
職
員
構
成
に
重
点
を
置
い
た
し
と
述

べ
て
い
ま
す
。

新
し
く
三
人
を
採
用
し
、
昭
和
五
十

五
年
度
の
ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま
し
た
。

四
月
一
日
付
け
で
異
動
し
た
職
員
は

次
の
通
り
o

(

)

内
は
旧
任
。
⑧
は
昇

格。
{
課
長
級
]
総
務
課
長
・
上
田
邦
彦

総務課長に上田

(
建
設
課
長
)
マ
税
務
課
長
・
小
川
平
山

(
衛
生
課
長
)
マ
住
民
課
長
・
石
丸
英
川

雄
(
教
育
委
員
会
教
育
課
長
)
マ
老
人

H

ホ
l
ム
白
山
園
長
・
友
沢
敏
(
総
務
課
日

主
幹
)
マ
衛
生
課
長
・
真
鍋
典
秋
(
水
川

道
課
長
)
⑨
農
林
水
産
課
長
・
波
多
野
“

進
(
農
林
水
産
課
長
補
佐
)
マ
建
設
課

J

長
・
酒
井
義
属
(
住
民
課
長
)
マ
水
道
~

課
長
・
久
保
弘
(
農
林
水
産
課
長
)
マ
教
・

育
委
員
会
教
育
課
長
・
池
上
昭
夫
(
税
山

務
課
長
)
⑧
議
会
事
務
局
長
・
高
橋
亮
叫

(
総
務
課
長
補
佐
)

{
課
長
補
佐
級
}
⑧
総
務
課
長
補
佐
川
小
川
議
員
:
・
伊
方
原
子
力
発
電
所
に

兼
庶
務
消
防
係
長
・
山
下
国
広
(
総
務
刈
関
す
る
防
災
計
回
に
つ
い
て
、
昨
年
七

課
広
報
有
線
係
長
)
マ
農
林
水
産
課
長

h

月
の
定
例
会
で
原
発
に
関
す
る
教
育
訓

補
佐
兼
林
業
水
産
係
長
・
大
野
智
(
住
一
練
は
、
幅
広
い
住
民
参
加
の
も
と
に
取

民
課
老
人
ホ
ー
ム
白
山
園
長
)
マ
振
興
川
り
組
ん
で
い
く
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た

課
長
補
佐
兼
企
画
係
長
・
藤
沢
豊
彦
(
建
…
が
そ
の
心
構
え
に
変
り
は
な
い
か
。

設
課
長
補
佐
兼
管
理
係
長
)
マ
建
設
課
J

ま
た
、
防
災
計
画
、
安
全
協
定
と
い

長
補
佐
兼
管
理
係
長
・
仲
旧
源
二
振
興
九
う
も
の
を
い
つ
ご
ろ
ど
ん
な
方
法
で
議

課
長
補
佐
兼
企
画
係
長
)
マ
建
設
課
長
~
会
に
は
か
り
、
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
一

補
佐
兼
建
築
係
長
兼
都
市
計
画
係
長
・
日
目
般
住
民
と
の
対
話
を
も
っ
考
え
が
あ
る

丸
山
寿
一
(
建
設
課
長
補
佐
兼
建
築
係
川
か
。

長

)

川

二

宮

町

長

・

:

教

育

訓

練

等

の

開

催

に

{
係
長
お
よ
び
事
務
・
技
術
専
門
員
山
つ
い
て
は
、
積
極
的
に
協
力
す
る
と
い

級
}
総
務
課
広
報
有
線
係
長
・
山
ド
一
川
う
こ
と
に
変
り
は
な
い
。
あ
く
ま
で
も

仁
(
税
務
課
同
定
資
産
税
係
長
)
マ
税
…
国
の
防
災
対
策
、
県
の
防
災
計
画
に
対

務
諜
収
納
係
長
・
政
所
友
邦
(
衛
生
課
山
応
し
た
対
策
を
立
て
る
も
の
で
、
開
催

国
保
係
長
)
⑧
税
務
課
固
定
資
産
税
係
川
と
か
方
法
に
つ
い
て
は
県
と
十
分
協
議

長
・
上
川
慶
信
(
総
務
課
)
マ
衛
生
課

ι

を
し
て
そ
の
指
導
の
も
と
に
実
施
し
て

技
術
専
門
員
兼
ご
み
焼
却
場
兼
火
葬
場
川
ゆ
き
た
い
。

主

任

・

大

野

勇

(

税

務

課

収

納

係

長

)

川

・

ー

ム

‘

¥

山

一

⑧

衛

生

課

国

保

係

長

村

上

隆

志

(

住

…

県

に

要

望

し

最

大

民
課
ム
ブ
坊
隣
保
館
兼
教
育
委
員
会
喜
多
一
の
努
力
を

灘
連
絡
所
主
任
)
⑧
会
計
室
事
務
専
門
川
↑
J
-

一

員
・
平
田
豊
子
(
農
林
水
産
課
主
事

)

J

j

海

水

浴

場

l

マ
水
道
課
技
術
専
門
員
・
藤
本
富
雄
(
衛
…
小
川
議
員
:
・
沖
浦
の
海
水
浴
場
の
砂

生
諜
技
術
専
門
員
兼
ご
み
焼
却
場
兼
火
川
が
漁
港
の
中
ヘ
流
れ
込
み
、
双
か
を
駄

葬

場

主

任

)

山

目

に

し

て

お

り

、

ま

た

港

の

出

入

口

が

{
書
記
お
よ
び
書
記
補
級
]
総
務
課
・
川
浅
く
危
険
な
場
所
が
広
く
な
り
全
々
使

口一般貿間口

五
十
五
年
町
議
会
第
一

固
定
例
会
で
は
小
川
儀
一
一
一

郎
氏
、
津
田
龍
雄
氏
、
塚

木
弘
基
氏
、
中
川
喜
代
志

氏
、
和
田
永
吉
氏
が
質
問

を
行
い
ま
し
た
。
お
も
な

も
の
の
内
容
は
次
の
通
り
。

協教
よ議育
元し~)r[
想実練
量施は
甲県
と

え
な
く
な
っ
て
い
る
。
し
か
も
付
近
の

住
民
は
、
波
浪
に
よ
る
被
害
を
受
け
、

地
盤
が
低
く
浸
水
す
る
危
険
性
が
あ
る

が
こ
れ
を
解
決
す
る
考
え
が
あ
る
か
。

二
宮
町
長
・
県
で
は
現
状
以
上
に
堤

防
の
基
礎
が
狂
損
す
る
場
合
は
、
災
害

復
旧
で
対
応
す
る
と
い
う
考
え
を
も
っ

て
お
り
、
調
査
を
続
け
て
い
る
。
漂
砂

現
象
と
い
う
の
は
、
今
後
の
漁
港
の
建

設
に
と
っ
て
重
要
な
基
礎
資
料
と
な
る

の
で
調
査
中
で
あ
り
、
そ
の
結
果
を
踏

ま
え
漁
港
建
設
サ
イ
ド
で
浸
食
防
止
策

を
と
り
、
建
設
海
岸
に
つ
い
て
は
海
岸

保
全
関
係
事
業
で
防
止
す
る
よ
う
県
に

要
望
し
て
ゆ
く
。
波
浪
に
よ
る
背
後
地

の
保
全
に
つ
い
て
も
海
岸
保
全
及
び
高

潮
対
策
事
業
で
被
害
の
起
こ
ら
な
い
よ

識
者
に
よ
る
会
合

を
聞
い
て
検
討

ー

健

康

運

動

l

小
川
議
員
・
:
健
康
運
動
に
対
し
て
造

詣
の
深
い
熱
心
な
方
を
集
め
て
意
見
を

聞
い
て
欲
し
い
。

二
宮
町
長
:
・
お
説
の
よ
う
に
、
識
者

に
よ
る
会
合
を
聞
い
て
具
体
的
に
検
討

し
て
ゆ
き
た
い
。

同
和
行
政
に
つ
い

て
協
力
を

ー
県
同
和
協
会
加
盟

1

小
川
議
員
・
・
・
県
同
和
協
会
加
盟
に
関

す
る
問
題
で
分
担
金
を
だ
し
て
い
る
が
、

県
か
ら
言
っ
て
き
た
か
ら
協
力
す
る
と

い
う
よ
う
な
姿
勢
で
は
い
け
な
い
の
で

は
な
い
か
。

う
最
大
の
努
力
を
し
た
い
。

今
年
度
か
ら
公
共
施

設

に

っ

て

実

施

しミ

ー
合
成
洗
剤
使
用
規
制

1

小
川
議
員
・
・
・
肱
川
の
汚
染
を
防
ぐ
た

め
に
、
合
成
洗
剤
の
使
用
を
規
制
し
て
、

粉
石
け
ん
の
普
及
を
前
向
き
に
取
り
組

ん
で
い
た
だ
き
た
い
。

二
宮
町
長
:
・
県
に
ι
お
い
て
も
、
瀬
戸

内
海
の
不
栄
養
化
防
止
対
策
の
ひ
と
つ

と
し
て
、
無
リ
ン
の
洗
剤
に
切
り
替
え

る
と
い
う
こ
と
を
決
定
し
て
お
り
、
町

と
し
て
も
今
年
度
か
ら
公
共
施
設
に
つ

い
て
実
施
し
て
い
く
。

二
宮
町
長
・
:
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は

同
体
協
の
運
営
に
必
要
な
資
金
を
援
助

す
る
と
い
う
こ
と
で
、
同
和
行
政
に
つ

い
て
は
町
と
し
て
協
力
し
て
ゆ
く
こ
と

が
大
切
で
あ
る
の
で
ご
理
解
い
た
だ
き

ニミ
O

J
/

し貴
重
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
に
援
助
し
た
い

ー
未
開
発
国
住
民
の
協
力
援
助

1

小
川
議
員
:
・
未
開
発
地
域
で
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
を
続
け
て
お
ら
れ
る
岩
村

昇
博
士
を
支
援
す
る
こ
と
に
よ
り
、
立

派
な
心
を
育
て
る
教
育
に
も
な
る
の
で

資
金
的
な
援
助
を
お
願
い
し
た
い
。

二
宮
町
長
・
:
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
と

し
て
た
い
へ
ん
意
義
の
あ
る
も
の
で
あ

り
、
個
人
的
に
は
で
き
る
だ
け
の
ご
援

助
を
申
し
上
げ
た
い
。
町
と
し
て
は
今

後
検
討
し
て
ゆ
き
た
い
。
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松
岡
陽
規
(
教
育
委
員
会
教
育
課
)
マ

総
務
課
・
大
本
昭
裕
(
振
興
課
)
マ
税

務
課
・
藤
本
修
二
(
建
設
課
)
マ
住
民

課
・
大
国
尚
子
(
会
計
室
)
マ
住
民
課

ム
7

坊
隣
保
館
兼
喜
多
灘
連
絡
所
・
吉
田
川

直
人
(
税
務
課
)
マ
住
民
課
・
吉
田
明

美
(
振
興
課
)
マ
住
民
課
P

河
内
厚
子

(
住
民
課
保
母
)
マ
農
林
中
小
産
課
・
松

本
伊
代
r
丁
(
水
道
課
)
マ
振
興
課
・
松

本
治
子
(
住
民
課
)
マ
振
興
課
・
亀
田

稔
(
住
民
課
)
マ
建
設
課
・
重
松
直
博

(
水
道
課
)
マ
建
設
課
・
小
林
吉
安
(
衛

生
課
)
マ
建
設
課
・
藤
岡
章
男
(
総
務

課
)
⑧
水
道
課
・
J

藤
由
耳
(
社
会
福
祉

協
議
会
)
マ
教
育
委
員
会
教
育
課
・
久

井
一
(
教
育
委
員
会
大
和
公
民
館
兼
相

生
連
絡
所
)
マ
教
育
委
員
会
教
育
課
・

友
沢
あ
つ
子
(
総
務
課
)
マ
教
育
委
員

会
大
和
公
民
館
兼
相
生
連
絡
所
・
中
田

圭
助
(
建
設
課
)

{
新
採
用
一
総
務
課
・
菊
地
博
幸
マ

衛
生
課
・
久
保
嘉
範
マ
農
林
ぷ
産
課
・

谷
上
真
倍

町職員人事異動

多
{
所
長
級
}

長
浜
・
西
宮
幸
子
(
沖
浦
)
マ
白
滝
・

山
本
美
智

f
(
長
浜
)
マ
沖
浦
・
下
出

美
澄
(
白
滝
)

{
主
任
保
母
級
一

櫛
生
・
田
村
恒
子
(
大
和
)
マ
大
和
・

藤
淵
美
枝
チ
(
喜
多
灘
)
マ
喜
多
灘
・

萩
森
環
恵
子
(
櫛
生
)

{
保
母
級
}

長
浜
・
石
川
令
子
(
出
海
)
マ
白
滝
・

沢
田
幸
子
(
長
浜
)
マ
白
滝
・
大
野
ギ

ン
チ
(
喜
多
灘
)
マ
白
滝
・
白
石
王
子

(
出
海
)
マ
沖
浦
・
平
野
悦
子
(
櫛
生
)

マ
出
海
・
二
-
好
五
月
(
白
滝
)
マ
大
和
・

山
本
直
美
(
沖
浦
)
マ
喜
多
灘
・
矢
野
吋

幸
子
(
大
和
)
マ
出
海
菊
地
郁
子
(
な
恥

ぎ
き
寮
)

弘
動
物
膨
w

u

v

津
田
議
員
①
基
盤
整
備
を
行
っ
た

留
選
抜
識
仰
が

必
偽
物
循
吻

.
H

農
家
は
大
き
な
借
金
を
背
負
っ
て
お
り
、

九
借
り
入
れ
た
制
度
資
金
の
返
還
の
全
面

H

お
せ
わ
に
な
り
ま
し
た
H

h

j
結
を
聞
に
働
き
か
け
る
と
共
に
、
町

今
回
の
異
動
と
は
直
接
関
係
の
な
い
「
で
借
り
入
れ
た
資
金
の
利
子
の
補
給
を

者
も
あ
り
ま
す
が
、
こ
こ
最
近
に
わ
い
叫
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

て
次
の
五
人
が
退
職
し
て
い
ま
す
。

h

②
今
年
は
ミ
カ
ン
が
安
か
っ
た
た
め
、

森
議
(
前
総
務
課
長
・
二
月
末
日
付
〆
農
協
で
購
入
し
た
生
産
資
材
等
の
支
払

げ
)
マ
日
田
稲
生
(
前
議
会
事
務
局
長
叩
い
が
で
き
ず
連
帯
利
息
を
と
ら
れ
て
い

十
今
月
末
口
付
け
)
マ
清
水
早
苗
(
教
川
る
の
で
、
町
で
援
助
で
き
な
い
か
。

育
課
書
記
・
十
二
月
末
日
付
け
)
マ
久
戸
二
宮
町
長
・
①
強
力
に
国
ヘ
陳
情
を

井
智
子
(
大
和
保
育
所
保
母
・
一
一
一
月
末
叫
続
け
て
い
る
の
で
近
々
決
定
が
会
さ
れ

円
付
け
)
マ
木
村
カ
ツ
エ
(
体
育
館
嘱
~
る
と
思
う
が
、
利
子
補
給
に
つ
い
て
は

託

・

三

月

末

口

付

け

)

川

ミ

カ

ン

だ

け

で

な

く

全

て

の

制

度

資

金

叫
に
関
係
し
て
く
る
の
で
慎
重
に
検
討
し

で
ゆ
き
た
い
。

②
農
協
と
し
て
は
、
利
息
の
安
い
資

川
金
に
ふ
り
む
け
を
し
て
お
り
、
今
年
か

い
ら
中
核
農
家
経
営
維
持
資
金
と
い
う
の

川
が
で
き
て
む
り
、
農
家
の
負
債
整
理
、

川
生
産
資
材
の
代
金
の
支
払
い
等
に
充
て

U

ら
れ
、
安
い
利
息
あ
る
い
は
償
還
年
限

の
長
い
資
金
の
子
立
て
を
し
て
い
き
た

叫
ぃ
。
ま
た
、
安
く
資
材
を
供
給
し
、
未

…
収
に
な
っ
た
金
利
に
つ
い
て
は
、
低
金

利
で
対
応
し
て
い
く
。

選
定
基
準
等
の
問

題
で
今
し
ば
ら
く

1
作
業
農
林
道
の
町
道
編
入

1

塚
木
議
員
:
・
①
作
業
林
道
、
農
業
の

川
町
道
編
入
に
つ
い
て
重
点
路
線
の
選
択

山
の
作
業
を
進
め
て
お
る
が
、
そ
の
時
期

は
い
つ
ご
ろ
か
。

は
年
度
市
町
村
交
通
災
害
共
済

五
十
四
年
度
長
浜
町
の
市
町
村

交
通
災
害
共
済
の
実
績
を
三
月
末

現
在
で
ま
と
め
て
み
る
と
、
大
人

何
千
五
百
ゐ
一
十
三
人
、
子
ど
も
千

二
百
七
十
七
人
の
合
計
五
千
九
百

人
(
町
内
総
人
口
の
四
四
・
八
%
)

の
方
が
加
入
さ
れ
て
お
り
、
五
十

四
年
四
月
一
口
か
ら
一
立
十
五
年
三

月
末
ま
で
に
十
七
人
の
方
が
見
舞

金
を
受
け
ら
れ
で
い
ま
す
。

こ
の
共
済
は
-
年
ご
と
に
更
新

さ
れ
、
掛
金
は
年
額
で
一
般
が
六

百
円
、
中
学
生
以
下
が
二
百
五
十

円
で
年
度
途
中
か
ら
で
も
加
入
で

き
ま
す
。
あ
な
た
も
万
一
の
場
合

に
備
え
て
ぜ
ひ
加
入
し
て
お
か
れ

ま
す
よ
う
お
す
す
め
し
ま
す
。

(て利
今は子
3慎補
2重給
孟にに
葉検つ
1討い

②
国
・
県
で
推
進
さ
れ
よ
う
と
し
て

い
る
地
域
主
義
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く

り
に
対
処
し
て
、
ど
の
よ
う
な
計
画
を

立
案
推
進
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
か
。

二
宮
町
長
:
①
現
在
町
道
の
つ
二

級
道
の
見
直
し
案
が
整
い
、
採
択
可
能

な
道
路
を
中
心
に
新
し
く
開
設
し
た
道

路
を
編
入
し
て
い
く
過
程
で
あ
り
、
管

理
年
限
、
規
模
構
造
、
選
定
基
準
等
問

題
が
あ
る
の
で
、
今
し
ば
ら
く
わ
待
ち

い
た
だ
き
た
い
。

②
国
の
第
三
次
全
国
総
合
開
発
計
回

お
よ
び
愛
媛
県
長
期
総
合
計
画
の
諸
計

画
を
背
景
に
、
長
浜
町
振
興
計
画
基
本

構
想
を
策
定
し
、
具
体
的
に
は
現
在
立

案
中
で
あ
る
。

ト
し
女
比
う
い

H
7
1
4
1
こ

、J
U
「
町
田

4
f
l

呼
び
か
け
て

ー
肱
川
汚
染
防
止
対
策

1

中
川
議
員
・
:
①
長
浜
町
は
、
肱
川
の

最
下
流
に
あ
っ
て
、
こ
の
肱
川
の
伏
流

水
を
上
水
道
と
し
て
使
用
し
て
お
る
た

め
、
大
洲
市
を
は
じ
め
関
係
町
村
に
対

し
て
、
下
水
処
理
の
た
め
の
終
末
処
理

場
、
集
落
単
位
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
プ
ラ

ン
ト
の
早
期
実
現
と
、
清
流
園
の
し
尿

処
理
施
設
を
整
備
す
る
よ
う
強
く
要
請

し
て
い
た
だ
き
た
い
。

②
長
浜
町
と
株
式
会
社
愛
媛
ク
ミ
ア

イ
食
肉
セ
ン
タ
ー
が
結
ん
だ
公
害
防
止

協
定
に
基
づ
く
公
害
防
止
に
関
す
る
疑

問
点
の
中
で
、
公
害
監
視
体
制
の
た
め

の
連
続
自
動
測
定
器
の
導
入
と
原
排
水

処
理
施
設
内
の
砂
ろ
過
施
設
の
増
設
を

強
く
要
請
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

二
宮
町
長
:
・
①
五
十
五
年
度
か
ら
肱

川
浄
化
対
策
推
進
協
議
会
が
発
足
す
る

予
定
で
あ
り
、
肱
川
上
流
の
市
町
村
に

対
し
て
早
期
に
実
現
さ
れ
る
よ
う
呼
び

か
け
て
ゆ
き
た
い
。
し
尿
処
理
問
題
に

つ
い
て
も
組
合
に
強
く
申
し
入
れ
て
お

り
、
現
在
検
討
中
で
あ
る
。

②
町
の
方
か
ら
も
強
く
要
請
し
て
お

り
、
食
肉
セ
ン
タ
ー
の
方
で
も
真
剣
に

受
け
と
め
て
取
り
組
ん
で
く
れ
て
い
る
。

品
種
更
新
で
適
地

適
産
化
ヘ

ー
ミ
カ
ン
経
営
の
将
来
の
展
望
j

和
国
議
員
:
・
農
家
の
老
齢
化
、
後
継

者
不
足
等
に
よ
り
生
産
意
欲
が
減
退
し
、

厳
し
い
ミ
カ
ン
産
業
の
中
で
産
地
問
競

争
に
勝
ち
残
る
た
め
に
は
、
農
家
の
意

向
調
査
を
実
施
し
、
健
全
な
産
地
マ
つ
く

り
を
め
ざ
し
て
将
来
の
展
望
に
立
つ
て

の
対
策
が
必
要
で
は
な
い
か
。

二
宮
町
長
:
・
ミ
カ
ン
は
生
産
過
剰
で

あ
り
、
ミ
カ
ン
だ
け
で
は
ど
う
に
も
な

ら
な
い
の
で
、
年
内
出
荷
が
で
き
る
よ

う
品
種
更
新
等
に
よ
り
優
良
品
種
に
集

約
し
、
適
地
適
産
に
の
っ
と
っ
た
い
わ

ゆ
る
近
代
的
な
作
物
と
時
代
に
マ
y
千

し
た
品
種
更
新
を
強
力
に
進
め
、
こ
れ

ら
の
事
業
に
つ
い
て
は
助
成
し
て
ゆ
き

だ
し
。

合
成
洗
剤
の
使
用
中
止

瀬
戸
内
海
の
富
栄
養
化
防
止
対
策
の

一
環
と
し
て
、
現
在
国
に
お
い
て
総
合

的
な
リ
ン
削
減
指
導
方
針
を
策
定
中
で

あ
り
、
リ
ン
削
減
の
一
つ
と
し
て
園
、

県
に
お
い
て
も
リ
ン
を
合
わ
合
成
洗
剤

の
使
用
中
止
、
あ
る
い
は
自
粛
を
行
っ

て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
家
庭
に
わ
か
れ

で
も
、
リ
ン
を
含
む
合
成
洗
剤
を
使
わ

な
い
よ
う
ご
協
力
下
さ
い
。
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西
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/
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石
柱
の
一
部
で

戸
一
あ
る
と
い
え
ら
れ
て
い
る
。
当

む
時
は
、
引
の
鳥
居
は
日
本
全
国

恥
的
に
み
て
も
数
少
な
い
も
の
で

割

あ

っ

た

J

主

そ

の

後

A
7か
月
約
二
百
午
前
、

F

徳
川
時
代
に
、
昨
の
大
川
-
一
代

藩
主
加
藤
泰
興
が
こ
の
鳥
居
を
見
て
、

そ
の
石
材
の
立
派
さ
に
驚
き
、
石
住
の

一
本
を
取
り
江
戸
に
持
参
し
よ
う
と
?
)

た
が
、
何
か
の
都
合
で
江
戸
持
参
を
と

り
や
め
で
子
水
鉢
に
加
工
し
、
海
上
守

議
神
と
守
二
、
奈
興
の
信
仰
厚
か
っ
た
長

浜
の
注
吉
神
社
に
奉
納
し
た
も
の
と
伝

え
ら
れ
て
い
る
〉
一

こ
の
よ
う
に
由
緒
深
い
口
重
な
住
造

物
で
ふ
る
の
で
、
昭
和
四
十
八
年
会
一
月

七
日
に
、
長
浜
町
有
形
す
ん
化
財
と
v
)

て

指
定
さ
れ
た
。
大
切
に
押
片
山
け
し
た
い
。

(
長
浜
町
文
化
財
保
護
審
議
会
委
員
・

久
保
七
郎
)
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今

坊

ド
須
戒

f交
官 J族

正鴻
H円博

長長

女 Lと

川
十
十
問

牛
士

同
U
向
岡
市

母
の
日
は
五
月
の
第
二
日
曜
日
で
、
と
し
て
行
事
を
行
う
よ
う
に
な
ぺ
た

今
年
は
一
九
円
卜
一
一
け
に
あ
た
り
ま
寸
の
は
戦
後
の
こ
と
明
、
す
。

日
J

、
戦
前
は
、
一
二
月
六
口
の
皇
后
誕
母
の
け
の
ブ
レ
モ
ン
ト
は
浴
氏
、

生

日

(

地

久

節

と

い

っ

て

い

た

)

、

ノ

グ

、

和

R
ト
物
な
ど
さ
ま
ざ

。

」

ノ

手

を
母
の
日
と
し
て
い
た
よ
う
で
す
o
E
H

ま
と
か
。

母
の
日
は
、
今
世
紀
の
は
じ
め
、
}
あ
る
デ
パ
ー
ト
で
は

1
H
り
の
口

ア
メ
リ
カ
で
あ
る
女
性
が
、
母
の
追
五
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
買
い
に
来
る
の

憶
の
た
め
に
教
会
で
カ
!
?
シ
震
は
一
一
一
、
四
十
代
の
方
が
多
く
、
ャ

ョ
ン
を
配
一
つ
た
め
が
起
こ
り
と
い
「
/
グ
は
意
外
に
少
な
い

ρ
i
い」

わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
後
一
九
一
開
曜
と
話
し
て
い
ま
す
〔
一

四
年
(
大
正
三
年
)
に
、
ア
メ
リ
カ
の
時
園
口
う
る
さ
い
教
育
マ
マ
に
悠
謝

議
会
が
五
月
の
第
二

μ曜
日
を
母
珂
週
の
ん
刈
持
ち
を
持
つ
よ

7
に
な
社
の

の
日
と
き
め
、
母
の
以
に
感
謝
の

B
E
は
、
自
分
が
親
に
士
っ
て
か
ら
と

気
持
ち
を
表
十
こ
と
に
な
り

E
L
三
υ

い
う
こ
と
去
の
で
し
ょ
う
か
。
贈
)

日
本
で
も
ア
メ
リ
カ
と
川
」
ょ
う
物
は
と
も
か
く
、
感
謝
の
こ
と
ば
ど

に
、
五
月
の
第
二
日
曜
日
を
母
の
日
汁
は
贈
り
た
い
も
の
?
す
ね
。

編

集

後

記

お

く

や

み

!

3
月
届
出
分
(
品
川
称
略
)

住

所

氏

名

死

亡

時

年

齢

山
証
後
ル
将
兵
太
郎
で
一
ハ
九
ノ
一

内

山

川

一

好

循

衛

(

七

六

)

長
浜
町
刊
川
和
治
郎
(
七
二
一
)

白
滝
城
ノ
一
戸
、
ン
ゾ
(
九
二
)

穂
積
菊
地
ス
、
、
一
?
一
「
七
四
~

沖

浦

菊

地

問

F

|

(

五

ヘ

)

山

山

海

ぶ

問

キ

ケ

ノ

大

越

し

人

肝

サ

卜

リ

「

九

六

)

白

滝

福

村

叫

救

二

パ

ド

九

)

下

須

戒

泉

田

ブ

キ

チ

(

四

九

)

A
7

坊

藤

岡

「

カ

ヱ

(

七

七

)

長

浜

市

本

益

犬

(

同

六

)

一
品
川
引
い
町
内
で
タ
バ
コ
を
山
口
一
…

コ

内

三

項

い

た

わ

か

げ

で

、

一

パ

町

五

ト

四

年

度

は

三

千

二

一

タ

百

五

十

六

万

円

の

タ

パ

一

下
1
L

コ
消
費
税
が
町
の
一

」
協
何
台
川
に
へ
り
ま
し
た
わ
一

ミ

ヌ

こ

れ

か

ら

も

、

タ

一

打
記
内
耳
パ
ゴ
は
町
内
で
賢
一

バ
リ
罵
¥
っ
て
く
だ
さ
い
、
不
一
一

さ
で
、
本
ハ
勺
は
新
ス
タ
ッ
フ
に
よ
り

昭
和
五
十
五
年
度
の
行
政
の
あ
り
方
を

紹
介
す
る
第
一
一
回
町
議
会
、
当
初
予

算
、
人
事
異
動
を
中
心
に
編
集
し
て
み

ま
し
た
。
で
き
る
だ
け
わ
か
り
易
く
む

伝
え
で
き
れ
ば
と
考
慮
し
ま
し
た
が
、

編
集
に
つ
い
て
は
ズ
ブ
の
素
人
で
、
な

か
な
か
思
う
よ
う
に
い
き
ま
せ
ん
で
し

た
。
大
切
な
こ
と
で
寸
の
で
せ
め
て
概

要
だ
け
で
も
お
わ
か
り
い
た
だ
け
れ
ば

幸
い
で
す
。

次
号
か
ら
は
新

L
，
¥
ふ
止
画
を
練
り
、

皆
さ
人
に
も
紙
商
へ
ど
人
J

一
人
谷
川
出
品
し

て
い
た
、
だ
く
よ
う
に
し
で
ゆ
き
た
い
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。
街
か
と
で
お
め
に

か
か
っ
た
時
じ
は
、
素
直
な
意
見
を
一

ド
バ
イ
ス
し
て
い
と
だ
き
、
明
る
け
紙

面
作
つ
が
で
き
る
よ
う
努
h

心
し
て
ゆ
き

た
い
と
戸
-
之
て
む
り
ま
す
の
で
玄
し
く

お
願
い
し
ま
す
。

(和岸本印刷り口即
日

Hr
rい
い
「(第三栂郵便物認可 J(毎月 1同20日発行定価 i部30円)

係〉lii

お
誕

4月 1U現在 前月との比較

13，009人 93人?的
人J_J(男 6，223/に)(川戚)

女 6，786人 日日人拘置

世帯数 3，890世帯 ( 9世帯減
'-- 」

人 口世帯数

楽しくf主みよい町、豊かで働きがいのある町

美しい人情と文化の町をつくり、人口をふやしましょう

3
月
届
出
分
以
肱
川
町

住

所

保

護

者

氏

名

続

柄

沖

浦

児

五

康

長

男

沖

浦

松

浦

誠

二

二

男

ド

須

戒

同

旧

和

生

二

女

「史以児
在日月 1 名

住

所

一
卜
須
戒

f
上
老
松

{中泉氏
田fll
名

干会

常幸婚
姻
ヘ届
: 自主

昭和55年5月号
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ィ[~バっ子は五月{さっき)の

自'[! LJばかり」古川柳ではない

が今や一位、総江戸っ子化したか

の如く言論の自由山イE さか~) " 

沈黙は金なりを信条と Jる人は

稀少何Jifl直に属するの時!日とは相
会 Jた。世の中カ、孫々 1[1';"，'がら

くなコたとある人がII，)Sくれそれ
は、ljり前だ、みんなが勉偵して

利rJ:こなり、典主つで従土fうとしミ
ー，肢が!ィミなくな，)たからだ、

とf也の一人が答えたA 正にその
:厄i')、正しくとも従わないこと

がぼけ精神のある現代的英推だ

と白川j1る単利IUI包的な人穫がrJ

本には異 ~[~1J' 必オし過ぎたのでは

ないかっ!ら泌がその侭学歴に来

って平IJ口になって凶行 J' llt J) 

'1"はそれこそまことに刊!??ゃく
で作みにくいだろ〉ム不透明、

不確実の時代というのもそのこ

との表現に他ならな"0是非詩
叫の区別のつかぬ槻Lミ煩悩丸山l

しの言請や行動がそうさせてい

るごとを見抜く眼力をもたねぷ

たらぬ傘不正入学、汚職、十正

選挙、~，~-~-))、殺人、いづれも'1"

7~で行 )J れどし吋ところに重大

♀危険1'1今がま)心 義理人情を重

んぜず、 Jfiにk村一る厳しい恐れ

の気持ち去なくし、個人の利前

と本能のみを尊;重量十ろ k う~~~

"命や行動の氾;庄が生み出した世

十目だと，巴うが如fnIA..Mgに一物色
まい鯉のぼりのような真の江戸

っ子の討論であればこうも不透

明な世の中にはならなかった

あろうに

広報ながはま

輔?


